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11

年

度
下

半

期

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

区では条例に基づき
、年2回、6月と12月に財

政状況を公表しています。これは、区財政の実態
を皆さんにご理解いただくためのものです。今回
は11年度下半期の執行状況などについてお知ら
せします(図表は12年3月31日現在のものです)。
11 年度下半期財政運営の状況

H年度の, -・般会計当初予算額
は, 2, 027億円でしたが, その後
3回の補正を行いました, これに
より歳入歳出それぞれ1川紅168万円を増額した結果, 最終予算額
は214713, 168万円となりました。

補正予算の主な内容は、D生活扶助E>北千住駅西口地ぼ再開発
C>少子化対策資金積立金l >介護
保鮠臨時特例交付金基金積立金l >学校施設改修〔小・中学校〕な
どです。

11 年度下半期に実施した主な事業

〓千住複合庁舎開設〓生涯学習総合施設(学びピア21) 建設工事
〓梅島小学校改築工事
〓中谷公園新設工事〓中郷公園改良工事

昨
年
1
2
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

千
住
複
合
庁
舎
(
千
住
仲
町
1
9
-
3
)

特別区債の現在高
区の施設

、道路、公園などの大規模な建設事業などには、一時的に多額の財
源が必要になります。その財源補充のため区が長期にわたって借り入れた資金
の状況です。
<一般会計分>

<用地特別会計分>

11年度各会計予算執行状況
一般会計

国民健康保険特別会計

老人保健医療特別会計

用地特別会計

一時借入金
11年度下半期110月1日～3月31日)には、借入金はありませんでした

区有財産の状況　財産総額1兆109億6055万円

11年度一般会計予算現額構成比

区民負担の状況

お
問
い
合
わ
せ
は
予
算
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
家
族
介
護
者
教
室

/
宿
泊
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
/
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
環
境
基
本
計
画
策
定
/
第
5
0
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
掲

示
板
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
消
化
器
が
ん
検
診
/
あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス
3880- 5678「区民の声」を
お待ちしています

本
日
6
月
2
5
日
(
日
)
は

衆
議
院
議
員
選
挙・
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す

投
票
時
間
=
午
前
7
時
～
午
後
8
時

世帯と人口( 12年6月1日現在　外国人含む)　世帯数: 277, 586　人口: 637, 731人　 ( 男: 322, 700人、女315, 031人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
6
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
　
方
法
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

た
ん
ぽ
ぽ
会
(
膠
原
病

交
流
会
)
会
員
募
集

病
気
の
こ
と
、治
療
や
検
査
の
こ
と
、

生
活
の
こ
と
な
ど
、一
入
で
悩
ま
ず
に

同
じ
病
気
を
持
つ
仲
間
回
L
、情
報
交

換
し
て
み
ま
せ
ん
か
?
日
時
1
7
月

1
0
日
聞
、午
後
2
時
～
3
時
3
0
分
(
以

降
海
数
川
の
第
2
川
峨
日
)
　
場
所
n
7

月
は
心
年
セ
ン
タ
ー
(
9
月
以
降
は

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
士
　

対
象
―

膠
原
病
の
方
と
そ
の
家
族

申
込
―
屯

話

申
・
問
先
―
江
北
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
　
　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

出
前
し
ま
す

食
品
衛
生
講
習
会

食
中
ぷ
に
つ
い
て
の
疑
問
や
食
品
の

安
令
性
・
衛
生
に
関
心
を
お
持
ち
の
グ

ル
ー
プ
に
食
品
衛
乍
監
視
H
が
川
向
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
ま
た
、
食
品
衛
生

関
係
の
ビ
デ
オ
も
無
料
で
貸
し
川
し
て

い
ま
す
。

対
象
-
1
0入
以
L
の
グ
ル

ー
プ

費
用
H
無
科

申
込
U
竃
話

申
・
問
先
―
足
な
保
健
所
食
品
保
他
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3
(

直
通
)

女
性
が
ん
検
診
・

成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

□
女
性
が
ん
検
診

対
象
u
3
0歳
以
L
の
女
性
区
民

内
容
n

乳
が
ん
検
診
と
f
宮
が
ん
検
診

□
成
人
健
康
診
査

対
象
u
4
0
歳
以
h
哨
歳
(
4
月
I
H
～

翌
乍
3
月
3
1日
ま
で
に
6
5歳
と
な
る
万

を
合
む
)
ま
で
の
K
民

内
容
n
血
液
、

尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図
の
検
査
な

ど
で
、
心
膿
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気

や
糖
尿
病
、
商
血
圧
、
鳥
脂
血
症
な
ど

を
訓
べ
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

今
年
初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。1
1年
皮
に

受
診
さ
れ
た
方
は
、
艇
生
月
に
受
診
・票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
な
巾
し
込

み
は
不
要
で
す
。
な
お
過
去
1
年
以
内

に
、
区
お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
回
種
の

検
診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

申

込
I
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
川
、
年
齢
、

性
別
、
竃
活
香
り
、
希
望
検
診
名
を
明

記
。
後
日
受
診
・票
と
案
内
を
送
付

申

・
問
先
―
成
入
傑
健
係

〒
闥
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気

パ
ネ
ル
展
小
や
血
川
な
ど
の
計
測
、

健
康
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
n
衣
I

費
用
―
無
料

申
込

―
町
日
直
接
会
鳩
へ

表1　7 月の住区健康フェスティバル日程

こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

軽
い
体
操
な
ど
様
々
な
活
動
を
と
お

し
て
、友
だ
ち
づ
く
り
を
を
お
f
伝
い

し
ま
す
。活
動
日
n
毎
週
木
曜
日
、

午
後
I
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
※
月
I

川
の
会
食
川
は
午
前
1
0
時
～
午
後
一
時

対
象
ふ
一
歳
以
1
-
-
で
各
教
・
y
講
座
に

参
加
し
て
い
な
い
左
(
送
迎
な
し
)

定
員
1
1
0入

費
用
1
月
額
o
円
(
お

や
つ
・
会
食
代
)
　
申
込
―
窓
川
ま
た

は
電
話

※
卜
峨
卜
・
月
曜
日
は
休
館

場
・
申
・
問
先
u
l
仕
児
燬
館
・
老
入

館
　
　
　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

第
2
回

足
立
区
生
業
資
金

受
付
期
間
n
7
月
5
H
I
H
H
(
1
…

目
を
除
く
)
対
象
l
一
般
の
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
Ⅲ
骸
な

佃
入
嘔
梟
ド
の
方
で
、
こ
の
融
資
を
受

け
る
こ
と
で
独
皀
の
生
計
が
冫
て
ら
れ
、

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
・
二
区

内
に
1
年
以
h
川
住
戝
帯
の
生
計
を

齔
て
る
仕
民
帯
録
ヒ
の
此
帯
L
嘔
袰

の
新
規
ま
た
は
拡
充
が
目
的
仕
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
'
確
実
な
連
帯
保

・
証
入
が
。
入
い
る
貰
付
額
u
I
吐
帯

网
力
円
以
内
了
定
利
率
0
.
1
%
、
据
置

期
閥
申
は
無
利
f
)
返
済
方
法
1
6

カ
U
据
雌
後
6
0
-
川
・
凡
利
均
呀
償
還
申

込
n
申
し
込
み
占
を
窓
卜
に
持
参
※

川
粃
は
6
月
2
6
囗
か
ら
、
民
生
係
窓
川
、
区

民
事
務
所
(
中
火
本
町
区
民
嘔
務
所

は
除
く
)
、
福
祉
嘔
務
所
、
勤
労
欄
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。次
川
の

貸
し
付
け
(
第
3
川
)
は
1
0
月
初
旬
の

I
疋
申
・
問
先
u
民
生
係

初
心
者
対
象
の

夏
休
み
陶
芸
教
室

参
加
者
募
集

日
時
等
n
表
2

定
員
―
各
コ
ー
ス
1
0

人
(
抽
選
)

費
用
―
沺
円
(
粘
L
代
)

申
込
―
往
後
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
り
、
希
望
コ
ー
ス
を
明
記
し
、

参
加
を
希
7
す
る
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送

期
限
n
7
月
3
凵
泌
印
有
効

申
・
問

先
―
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
1
・
0
0
5
7
神
明
南
2
1
6
-
1
8

a
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

、西
部
障
t
杣
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
〒
圀

・
0
8
6
3

谷
在
家
3
-
1
3
1
1

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表2　 夏休み陶芸教室日程

※ いずれのコースも2 日間参加してください

在宅介護支援センター
7 月の 家 族 介 護 者教 室

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第15回

鹿

浜
～
分
教
場
～

足
齔
が
嚇
尽
府
南
足
を
郡
と
呼
ば
れ

て
い
た
明
治
時
代
に
、
近
代
的
な
学
校

制
度
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
浜
の
地
に
も
1
8
7
爻
明
治
7
)

年
に
宝
蔵
ぶ
を
仮
校
心‥と
し
て
鹿
浜
小

学
校
が
創
齔
、
1
8
9
4
(

明
治
召

年
に
は
校
舎
を
新
築
し
ま
し
た
。
1
9
0
4
(

明
治
召

年
、
そ
の
鹿
浜
小
学

校
は
江
北
4
常
鳥
等
小
学
校
の
分
教
場

と
な
り
'
　
く̂
地
城
の
入
々
の
間
で
親

し
ま
れ
ま
し
た
。

今
で
は
分
教
場
と
い
う
の
は
区

内
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦
後
に
い

た
る
ま
で
分
校
、
も
し
く
は
分
教

場
か
区
内
の
各
地
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
分
教
場
が
で
き
た
川

由
は
お
お
む
ね
・
、つ
あ
り
ま
す
。

・
つ
は
学
校
数
が
少
な
か
っ
た
農

村
時
代
、
遠
距
離
通
学
を
解
消
す
る
た
め

に
建
・設
さ
れ
た
例
で
す
。
も
う

。
つ
は
、

巾
街
地
化
が
忽
速
に
進
ん
だ
明
和
の
時

代
を
背
妣
に
、
入
口
の
忽
川
に
学
校
整

備
が
迅
い
っ
か
ず
建
般
さ
れ
た
例
で
す
。

さ
て
、
鹿
浜
に
は
鹿
浜
分
教
場
の
ほ

か
に
押
部
分
教
場
も
あ
り
ま
し
た
が
、
1
9
2
3
(

人
・小
1
2
)
年
の
関
呶
人
震

災
で
両
教
場
と
も
に
壊
滅
。
2
年
後
に
、

現
鹿
浜
小
学
校
の
地
に
。
。つ
の
分
教
場

が
介
体
し
た
新
・
鹿
浜
分
教
場
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

。
ち
な
み
に
町

時
の
教
室
散
は
4

つ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

《
郷
土
博
物
館
》

▲ 1894年当時の鹿浜小学校跡

に逡つ「足立区校址公園之碑」(

鹿浜3- 14 鹿浜校址公園内)

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
　

7
月
の

予
定
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障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
&
夏
休
み
体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

外
川
中
、
嘔
い
す
に
彖
っ
て
い
る
人

や
障
占
を
持
っ
て
い
る
人
が
困
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
わ

か
ら
ず
に
、
自
分
け
身
が
困
っ
て
し
ま

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
障
t
‥
か

へ
の
接
し
方
や
嘔
い
す
の
押
し
方
等
の

講
座
を
行
い
ま
す
。
火
際
に
体
験
し
た

い
方
は
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
日
時
u
マ
7
月
2
1
H
t
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
▽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
・
・
・
第
一
回
7
U
2
5
川

叫
・
2
6
日
Ⅲ
'
第
こ
川
7
U
2
7
日
印
・

2
8
川
吻
第
三
川
8
月
1
卜
㈲
・
2
卜

Ⅲ
第
四
回
8
月
3
日
叩
4
日
t

第
、
瓦
川
8
月
扣
日
出
・
H
H
閙
対
象
u

中
学
生
以
上
の
方
申
込
ふ
`
話

期
限
1
7
月
1
4
日
場
・
申
・
問
先
u

西
部
障
作
杣

祉
総
介
セ
ン
タ
―

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

障
害
別
福
祉
相
談

障
t
‥
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持
ち
、

区
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
n
が
、
障

害
の
あ
る
方
の
生
活
L
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
日

程
等
―
▽
肢
体
不
a
山
荐
関
係
…
7
川

1
2
H
團
、
午
後
1
時
～
3
時
マ
視
覚

障
書
者
関
係
・・・
7
川
1
9
H
啝

、
午
前
1
0

時
t

」午

▽
聴
覚
障
害
者
関
係
…
…
」ヽ

ね
週
水
峨
日
、
や
後
1
時
～
4
時

口
7

爿
H
凵
㈹
、
T
後
7
時
～
9
時

場

所
n
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
―
呶

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

四
部
障
心
杣
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

食
と
健
康
教
室

「
食
物
セ
ン
イ
を

た
っ
ぷ
り
と
る
法
!
」

セ
ン
イ
は
高
脂
血
症
や
人
腸
が
ん
F

防
の
エ
ー
ス
で
す
。L
f
に
セ
ン
イ
を

と
っ
て
元
気
に
g
ら
す
コ
ツ
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

日
時
n
7
月
3
日
凹
・
7

日
ぼ
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
―
鳥
脂
血
4
1や
便
秘
r
防
に
、
食

物
セ
ン
イ
を
卜
分
と
り
た
い
方

内
容

9
足
り
て
い
ま
す
か
?
食
物
セ
ン
イ

野
栗
1
H
に
釼
g
は
ど
の
く
ら
い
?

トン
F
に
セ
ン
イ
を
と
る
に
は
?
I
H
に

何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
よ
い
か

友

輊
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
ほ
か

定
員
u
3
0入
(
先
着
順
)

費
用
u

無
料

申
込
―
心
話

場
・
申
・
問
先
n

中
火
本
町
傑
健
総
合
セ
ン
タ
ー
傑
健

栄
養
係(

3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

調
理
体
験
教
室

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
、
・
電
f
レ

ン
ジ
を
使
っ
て
人
と
環
境
に
や
さ
し
い

料
理
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時

1
7
月
5
卜
Ⅲ
、
T
後
2
時
～
4
時

場
所
u
新
川
セ
ン
タ
ー
内
容
l
心
f

レ
ン
ジ
で
簡
心
E
で
安
全
な
料
理
定
員

n
2
0
人
(
先
着
順
)
　
費
川
―
刈
円

(
材
料
北
)
申
込
l
・
電
話
持
ち
物
u

エ
プ
ロ
ン
・
・・
。角
き
ん
・
ふ
き
ん
・
筆

記
川
具

申
・
問
先

―
中
火
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
傑
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(直
通
)

賢
く
使
お
う
介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ

公
開
討
論
会
「介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
考
え
る
!
!
」

介
護
サー
ビ
ス
の
質
の
向
1
-
。
に
つ
い

て
、
利
川
癶
嘔
袰
者
、
介
護
支
接
心
‘

門
員
、
保
険
者
そ
れ
ぞ
れ
の
齔
場
か
ら

考
え
ま
す
。
日
時
u
7
月
H
H
㈹
、

午
後
6
時～
9
時
場
所
u
区
役
所
庁
`

‥
ホ
ー
ル
定
員
u
釖
人
費
用
u
無

料

申
込
n
町
日
直
接
会
場
へ
　
ま
f

臨
通
訳
あ
り

問
先
n
基
幹
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
　
　
(
5
6
8
1
)
3
3
7
3

中
高
生
夏
期
体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
程
I
マ
中
学
生
・
:
-
日
川
8
U
3
口

叫
午
前
2
日
日
8
月
4
H
庠
・
8

日
出
・
9
日
甼
1
1
H
汾
の
う
ち
1

目
、午
後
▽
商
校
生
…
I
川
川
7
月

2
7
川
困
、
午
前
2
日
日
7
月
2
8
H
吩

・
3
1
口
丱
・
8
U
I
H
㈲
の
う
ち
1

日
、
午
前
対
象
I
区
内
化
住
の
巾
・

高
校
生
内
容
u
I
川
卜
・
・
・
オ
リ
エ
ン

テ
1
シ
ョ
ン
、
嘔
椅
f
体
験
な
ど
2

日
川
=
・
訓
練
活
動
へ
の
参
加
と
援
助
な

ど
定
員
u
各
コ
ー
ス
1
0
人
申
込
n

心
話

期
限
1
7
月
1
0口

塲
・
申
・

問
先
H
朿
莎
燬
拗
祉
総
介
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

高
脂
血
症
教
室

(
2
日
制
)

日
時
1
7
月
1
7
川
叫
3
1
川
卯
、い
ず

れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
※

1
0
月
に
は
フ
ォ
ロ
ー
教
室
を
f
疋
対

象
n
健
診
な
ど
で
高
脂
酊
症
と
d
わ
れ

改
並
‥
し
た
い
方
内
容
u
鳥
脂
血
症
っ

て
な
あ
に
?

高
脂
酊
症
を
改
洵
す
る

た
め
の
食
嘔
・
運
動

定
員
n
4
0入
(

先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
n

電
謡

場
・
申
・
問
先
u
1
住
保
健
総

介
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

7 月 の献 血区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
な
ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の

返
信

□
膏
和
ば
ら
公
園
の
雑
草
が
見
苦
し
い

と
近
ぐ
の
商
店
主
か
ら
(
要
旨
)

ぷ
和
ぱ
ら
公
団
の
近
く
で
店
を
棚
い

て
い
る
の
で
、よ
く
公
園
の
場
所
を
聞

か
れ
ま
す
。私
自
身
も
よ
く
行
き
ま
す

が
、今
年
は
雑
叺
が
ひ
ど
く
が
っ
か
り

し
ま
し
た
。雑
″
t
が
ひ
ど
い
た
め
、自

転
巾
で
入
り
込
ん
だ
り
、
空
き
缶
を
置

き
ぱ
っ
な
し
に
し
た
り
、
日
に
余
り
ま

す
。い
っ
も
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
れ
ば
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ば
ら
公
園
を
昆
に
来
る
人
が
多
い
の

に
、
こ
ん
な
状
況
で
残
念
で
す
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

地
峨
の
皆
様
の
妲
い
と
語
ら
い
の
暘

で
あ
る
公
刈
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
囗

に
余
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、

と
て
も
残
念
に
以
い
ま
す
。

現
在
、
公
園
は
、
区
の
職
員
が
管
理

し
て
い
る
ほ
か
に
民
間
業
者
と
地
元
の

団
体
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
青
和
ば
ら
公
闘
は
、
民
閥
に

除
叺
を
年
何
回
と
い
う
契
約
で
委
託
し

て
い
ま
す
。
天
候
に
よ
っ
て
叭
の
茂
り

方
も
違
う
の
で
、
今
後
は
状
況
に
応
じ

た
委
託
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
私
ご
と
で
す
が
、
了
ど

も
の
こ
ろ
、
町
内
会
で
広
場
の
清
掃
や

草
む
し
り
を
し
て
、
終
わ
る
と
キ
ャ
ン

デ
ィ
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
お
り
ま
す
。
区
で
は

現
在
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
公
闘
の
自

主
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
城
の
団
体
と
水
と
緑
の
公
社
が

欒
疋
を
祐
び
、
公
園
を
自
分
た
ち
の
不

で
竹
理
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
そ
の

数
は
す
で
に
圏
園
。
花
だ
ん
づ
く
り
な

ど
も
行
い
、
き
れ
い
な
公
園
づ
く
り
に

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
参

加
し
た
方
か
ら
は
健
康
維
持
に
良
い
、

親
子
や
地
域
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
良
く
な
っ
た
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

次
代
の
f
ど
も
た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
、

地
城
の
尨
化
の
心
を
伝
え
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
美
し
い
公
園
が

そ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
、
区

で
も
努
力
し
ま
す
が
、
公
園
を
利
川
さ

れ
る
方
々
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま

す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

足
立
区
職
員
【
福
祉
(
保
育
士
)
】
採
用
選
考

試
験
日
1
8
U
2
7
凵
丱

採
用
予
定
年

月
日
6
1
3年
‘り
H
I
凵
以
降

受
験
資

格
U
昭
和
4
6年
4
U
2
日
～
5
6乍
1
月

―
凵
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
I
・保
育
匕

食
格
を
持
つ
か
取
得
見
込
み
の
み
7
地

方
公
務
貝
法
第
1
6恥
の
徃
りに
該
当
し

て
い
な
い
方

採
用
予
定
数
l
約
1
2人

申
込
―
郵
送
(
簡
易
占
留
に
限
る
)
ま

た
は
持
参
期
限
n
マ
郵
送
…
8
月
4

川
消
印
有
効
マ
K
役
所
へ
持
参
・
・
・
6

月
1
9
凵
～
8
川
4
囗
、午
前
9
時
～
午

後
5
時
(
h
・
H
・
祝
日
を
除
く
)

申
・
問
先
u
職
員
課
人
事
係
〒
凶
・

8
5
1
0
中
火
本
町
1
―
1
7
―
1

特
別
区
職
員
【
Ⅲ
類
・
保
健
婦
(
士
)
】採
用
試
験

試
験
日
u
9

川
1
0
日
丱

採
用
予
定
年

月
日
n

口
年
4
U
1

卜
以
降

職
種
等
n

衣
3

申
込
u

郵
送
ま
た
は
持
参

期
限
n
マ
特
別
区
人
丿
委
員
会
へ
郵
送

・
:
8
U
9
凵
消
印
右
効
▽
各
区
役
所

へ
持
参
・
・
・
8
月
1
0
日
・
H
凵
マ
特
別

区
人
嘔
委
員
会
へ
持
参
・
:
8
月
H
H
・

1
5
川
申
・
問
先
u
特
別
区
人
丿
委
員

会
丿
務
局
任
川
課

〒
鬩
・
0
0
7
3
F

代
川
区
九
段
北
1
1
1
1
j

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

□
特
別
区
職
員
【Ⅲ
類
・
保
健
婦
(
士
)
】

採
用
試
験
等
説
明
会

日
時
n
7
U
2
8
日
窗
午
前
9
時
3
0
分

場
所
u
特
別
区
戦
員
研
修
所
(
地
ド
鉄

朿
内
線
木
場
駅
ド
叺
徒
歩
1
5
分
ま
た
は

束
陽
町
駅
ド
収
徒
歩
1
0
分
)
対
象
u

採
川
試
験
受
験
希
7
n
内
容
―
各
区

の
特
色
等
問
先
u
幟
員
諜
入
丿
係

表3　 職種および受験資格の概要

豪受験涓桔等くわしくは、採用試験累内をご覧ください

平
成
1
2年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

春
の
叙
勲
・
衰
ぴ
の
受
嗔
者
が
発
表

さ
れ
、
区
関
係
で
m
一
人
の
方
が
晴
れ
て

受
卓
さ
れ
ま
し
た

。今
川
の
々
ぴ
行
は
、

次
の
方
々
で
す
(

敬
称
略
)
。

□
叙
勲
受
章
者

▽
勲

彑
等
双
光
旭
日
ぴ
…
佐
原
溥

丹

波
)
　

▽
勲
た
等
y
w
一
字
・・
橋
本

京
r
(
7
7

歳
)
　

マ
勲
瓦
辱
瑞
宝
な
…

小
泉

好
(
7
1

歳
)

バ
山
片
孝
・

元

巌
)

・
占
川
卍
男
(
'

…
巌
)
　

マ
勲
六

等
堕
光
旭
H
Q

・
:
人
和
康
雌
(
6

歳
)

▽
勲
六
等
瑞
宝
び
・
:
人
皿
清
自
(
7
5

a
)
・
鈴
木
慶
助
(
6
9
歳
)
・
持
木
利

之
函
磐
マ
勲
L
等
E
u
色
桐
襲
な

:
人
枝
収
雄
(
7
5
歳
)
・
小
島
愛
(
5
9

歳
)
・
鳥
僑
。吋
(
7
5
歳
)
マ
勲
じ

等
宝
冢
…
伊
藤
キ
ョ
(
7
1
‥
歳
)

□
褒
章
受
章
者

▽
此
綬
褒
嗔
・
λ
-
」坏
榮
。(
7
3
歳
)
・

遠
川
實
(
M

歳
)

・
樋
川
・買
(
7
1
歳
)

▽
藍
綬
褒
ぴ
・・・
橋
本
宏
(
6
9
巌
)

・
ず

澤
人
郎
(

硝
巌
)

《
総
務
係
》

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
9
・
1
0
月
分
の
利
用
案
内

申
込
ｕ
生
涯
学
習
振
興
公
社
の
各
施
設
(

『
わ
た
し
の
便
利
帳
』
1
9ペ
ー
ジ
参
M
)

で
販
売
す
る
申
込
(

ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、

必
要
傴
項
を
皿

入
し

、
郵
送
ま
た
は
持

参
T

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

申
先
―
公
社
各
旆
設

期
間
1
7

月
―

日
1
1
0
日
必
着
{

抽
逃
結
米
は
7

月
ド

旬
に
郵
送
}

当
選
者
受
付
1
8

月
1
0

日
ま
で
に
公
社
各
他
設
で
利
川
'
F
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(

こ
の
刈
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

□
空
き
室
の
利
用

《
9
・
1
0
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
{
今
川
は
8
月
H

目
}
か
ら
公
社
各
施
設
で
直
接
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

《
6
・
7
・
8
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
戸
約
後
、
3
H
以
内
に

公
社
各
施
設
で
利
川
f
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ

ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
巾
し
込
み

は
利
川
口
の
3
川
前
ま
で
)

● 各施設利用案内　9 ・10月利用分　*10 月利用分より利用料金が改定されます

夸利用申込は2 人以上。1 グループ、ハカキ1 通でお願いしJ す
4冂 那須・森の家」へは濆通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わt !ください
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み
ん
な
で
取
り
組
む
環
境
づ
く
り

環
境
基
本
計
画
が
で
き
ま
し
た

現
在
、
環
境
問

題
は
地
球
温
暖

化
、
大
気
汚
染
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

な
ど
社
会
的
な
問

題
と
し
て
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
区
で
は

こ
の
度
、
環
境
基

本
計
画
を
策
定

し
、
区
・
事
業
者
・
区
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
ま
と
め
ま
し
た
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題

に
関
心
を
持
ち
、
よ
り
よ
い
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に

積
極
的
に
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

環
境
基
本
計
画
が
で
き
ま
し
た

平
成
1
2
年
度
か
ら
1
9
年
皮
ま
で
の
8

年
間
の
環
岐
施
策
の
方
向
を
定
め
ま
し

た
。こ

の
計
両
は
、
足
立
区
第
四
次
暴
本

叶

。肉
心
環
境
分
野
に
係

る
分
B
H
別
4

本

計
画
と
し
て
、
区
の
環

境
に
紂
す
る
号

え
方
を
叫
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
環

墻
に
係
る
晧
染
・
喞
柬
を
中
長
期
的
な

展
貿
に
立
っ
て
総
介
的
、
討
肉
的
に
推

進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
区

の
み
な
ら
ず
嘔
鳬

肴
お
よ

び
区
民
が
良
好
な
環
塊

づ
く
4
を

進
め

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
扠
割
と

責
務

を
理
解
し
、
叭
い
に
協
力
し
、
行
動
す

る
た
め
の
鵬
本
的
な
力
向
を
示
す
も
の

で
す
。

4

つ

の

基

本

目

標

4
つ
の
基
本
卩
標
の
も
と
に
施
策
を

艇
開
し
ま
す
。

(
1
)
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い

持
続
可
能
な
社
会
の
構

築

▽
限
り

あ
る
地
球
資
源
を
持
続
的
に
利

川
し
、

自
然
の
回
復
能
力
を
超
え
な
い

よ
う
活
動
し
、
陬
喩
へ
の
n
荷
か
少
な

い
持
続
4

能
な
袿
会
を

め
ざ
し
ま
す
。

▽
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
斷
た
な
吸
呱
防

衛
の
川
嘔
に
も
積
極
的
に
対
処
し
て

い

き
ま
す
。

(
2
)
自
然
と
の
共
生
と
ま
ち
づ
く
り

▽
自
然
環
境
の
減
少
を
食

い
止
め
、
足

立
区
に
残
る
自
然
塚
境
を
、
将
来
の
匯

代
に
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。

▽
街
並
み
や
以
観
、
地
域
特
札
な
ど
に

配
峨
し
、
身
近
な
や
川
を
快
適
な
も
の

に
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

(
3
)
地
球
環
境
保
全
へ
の
貢
献

▽
地
域
の
環
境
川
題
に
つ
い
て
考
え

る

と
回
時
に
、
地
球
の
住
民
と
し
で
地
球

麗

模
の
悦
野
を
持
ち
な

が
ら
、
自
E
的

絖
俸
的
に
地
球
襌
境
の

保
全
に
向

け
て

取
り
耜
み
ま
す
。

(
4
)
公
平
な
役
割
分
担
と

〓
〓
に
よ
る
取
り
組
み
の
推
進

▽
今
日
の
様

々
な
塚
境
川
蹈
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
、
区
、
事
袤
矜
、
区
民

の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
た
ち
と
環

境
問
S

と
の
関
わ
り
に
っ
い
て
忽
識
し
、
役

割
と
責
任
を
米
た
し
て
い
く
と
と
も
に

。な
い
に
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

▽
区
、
亊
翦
者
弋
区
民
の
パ
ー
ト
ナ

ー

シ
ッ
プ
を
と
お
し
て
、
塚
場
川
S

の
解

決
と
環
境
保
全
の
火
現
に
向
け
て

収
り

組
み
ま
す
。

今日から行動しよう　―― 3つの取り組み――

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と

ご
み
の
減
量

▽
以
り
あ
る
地
球
資
源
を
持
続
的

に
利

川
し
、す
べ
て
の
人

々
の
協
働
に
よ
り

、

資
源
の
伽
環
的
な
利
川
お
よ
び
廃
棄
物

の
減
量
が
。川
能
と
な
る
よ
ヽ
つ
、
化
紐
み

づ
く
り
や
取
り
軛
み
を
排
進
し
ま
す
。

▽
日
営
作
活
で
哨
背
し
て
い
る
き
洳

が

限
り
あ
る
こ
と
を
I認
識
し
、
こ
れ
ま
で

廃
夊
し
て
い
た
も
の
を
ど
の
よ
う

に
循

環
さ
せ
て
い
け
ば
資
源
の
々
効
利
川
が

可
能
に
な
る
の
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
々
の
気
配
り
や
l
1

に
よ

ご
气

廃
棄
物
と
し
て
俳
川
さ
れ
る
量
の
削
減

に
努
め
ま
し
ょ
う

。

・ 種 類 を 分 け て 資 源 回 収 に 出 そう

・過 剰 包 装 は や め よう

・フリ ー マー ケ ットを 利 用 し よう

・ 買 い 物 は マ イ バ ッグ を持 って

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
の
推
進

▽
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
当
区

の
持
続
的
罷
健
を
維
持
し
つ
つ
、
H

常

乍
活
や
事
梟
活
動
に
お

い
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
抑
制
し

、
二
酸
化
災
素
の
排

川
量
を
滅
ら
し
て
し
て

い
き
ま
す
。

▽
地
域
か
ら
の
地
球
溢
暖
化
防
吃
に
寄

与
す
る
た
め
、
区

の
率
完
的
な
収
り
組

み
を
滷
一
じ
て
、
事
蒭
癶

区
民
に
行
助

を
促
し
、
l

酸
化
炭
素
の
糾
山
削
減
を

め
ざ
し
ま
す
。

▽
日
‘
手
話
で
排
川
し
て
い
る
1
酸
化

炭
4
量
を
知
り
、
私
た
ち
が
地
球
温
暖

化
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
心
か
即
解

し
、
収
り
覯
め
る
こ
と
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

・ア イドリ ン グ・ストッ プ を心 が けよ う

・水 道 の 出 しっ ぱ な し は や めよ う

・冷 房 の 室 温 設 定 は 少 し 高 め に 、

暖 房 は 少し 低 め に

・テ レ ビ の つ け っぱ なし は や め よう

・公 共 交 通 機 関 を利 用 しよ う

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築

▽
環
岐
に
M

ぽ
し

た
取
り
組
み
の
実
践

や
地
域
づ
く
り

心
た
め
に
、
地

城
の

一
I
I
I
1
I

。
―
I

″
-・
丶
-
一

-
。
I

役
割
分
袒
心
も
と
で
、
協
力
、
辿
批
を

逖
め
ま
I

。

▽
情
報
の
瓦
心

や
t
'向
・
協
働
心
し
く

み
づ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

▽
区
、j

梟
竚
、
区
民
が
地
妓
内
環
境

保
令
な
ど
に
つ
い
て
垓
通
の
目
標

や
即

念
を
持
り

そ
の
火
現
に
向
け
た
収
り

鄒
み
を
h

つ
て
い
く

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ヴ

ブ
を
簗
き
ま
し

ふ
う

パートナーシップにより、基本目標の〓現を図ります

▲
積
極
的
に
イ

ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

(
環
境
フ
ェ
ア
の
風
景
)

東京都
有料ごみ処理 券の

7月以降の取り扱い

4
1

か
ら
粗
大
ご
み
や
事
袰
系
の
ご

み
は

、
足
立
区
W

Ⅲ
の
ご
み
処
理
劵
や

は
っ
て
川
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
変
わ

り
ま
し

た

。3
月
ま
で
に
販
売
し
て

い

た
米

阯
部
有
料
ご
み
処
理
券
の
使
川
U

限
は
6
川
末
日
ま
で
で
す

。

な
お
、使
い
叨
れ
な
い
分
に
つ
い
で

は
使
川
期
限
延
長
の
y
続
き
を
し
て
く

だ

き
い
。

延
畏
申
出
期
間
=
7
1
1

日
～
羽
目

延
長
期
限
=

に
り
木

表

示
方
法
l

ご
み
処
刈
9

に
期
限
に
艮
ス

タ
ン
プ
を
抑
印

受
付
場

所
=

清
婦

。1、
足
ぶ
。朿
汁
掃
服
務
所
お
よ
び
足
立

西
沽
梺

務
所

問
先
=

清
掃
謀

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹C

切り取ってはっておこう

家庭 ご み の 正し い 分 け方 ・出 し方

● 資 源 やご みは 、集 積所 に 収集 日の 朝8 時 まで に出 し てく ださい 。

目
標
達
成
に
む
け
て

―
計
画
の
推
進
―

こ
の
計
画

を
着
人
に
火
麗
し
て
い
く

た
め
に

、
し
く
み
や
体
制
を
整
備
す
る

と
と
も
に

、
計

。剛
の
点
検
・
評
価
を
適

切
に
行

い
、
実
効
竹
を
確
似
し
て
い
き

ま
す

。

●
区

ヽ
1
業
者
お
よ
ひ
区
民
や
民
川
M

休

が
、
連
携
す
る
場
と
し
て

「
区
民
U

フ
ォ
ー
ラ
久
i

片
。し
U
'

吻
秡

叭
と
癶

を
嵋
埔
籵
愕
に
I

定
し
、
収
り
軛
み
心
効
叭
を
罵
観
的
に

評
価
し
ま
才

。

●
八

検

‘
、評
価
結
眼
を
公

衣
し
て
広
く

豈
皀
を
聞
き
、
そ
の
鮎
米
を
u
一
直
し
に

反
映
さ
せ
ま
す

、

●
区
自
ら
が
恒
冫
乳
ン
メ
ン
ト
シ
ス

テ
厶
を
4
・
(
し
、
十
瓦
し
て
様
々
な
収

り
軛
み
の
実
践
を
図
り
ま
す

●
只
体
的
祐
助
メ

ーこ
I

と
し
て
環
境

保
全
行
動
指
副
を
策
定
し
ま
す

。

ま
ず
は
知
っ
て
お
こ
う

環
境
用
語
一
口
説
明

地
球
温
暖
化
　
大
気
中
の
温
室
効
米
が

ス
(

。
。酸
化
災
素
な
ど
)

の
節
加
に
よ

り

地
球
の
平
均

気
温
か
L

昇
す

る
こ

と

。
地
球
規
模
で
の
父
象
変
動
や
海
水

而
の
匕
井
な
ど
の
影
9

が
現
れ
る

。

人
工
排
熱
　
工

塲
で

の
消
賢

、
家
庭
な

ど
で
の
衣
炊
ぎ

、冷
暖
房
に
よ
る
排
熱
、

・
=
劭
小
の
排
気
ガ
ス

の
熱
な
ど
人
罸

り
祁
心
の
缸
の
最
替

心

が
3
～
4

℃

″四
く
な
る
と

い
わ
れ
る

。

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
　

太
鵬
か
ら
の
有
害

な
索
外
線
を
カ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
オ
ゾ

ン
層
が
、
冷
蔵
川
や
ス
プ
レ

ー
な
ど
に

仗
わ
れ
て

い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
よ
り
破

壊
さ
れ
て

い
る

。

酸
性
雨
　
排
紳
や
排
乱
ガ
ス
に
よ
る
倣

折
酸
化
物

、
令
素
巌
化
物
が
淋
け
込
ん

だ
酸
性
度
の
強

い
雨
(

団
郤
以
ド
の
兩

を
さ
す
)
。

環
境
ホ
ル
モ
ン
　

外
川
性
内
分
泌
か
く

乱
物
n

。
勦
物
の
体
内
に
あ

る
本
物
の

ホ
ル
モ
ン
に
似
た
作
―

し
て

、
余
針

な
働
き
を
す
る
化
学
物
質
の
こ
と

。
現

在
6
7
の
物
賢

が
貶
わ
れ
て
い
る

。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
　

ボ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ソ

ジ
オ
キ
シ
ン
簸
(
P
C
D
D
)

、
ボ
リ

コ
プ
ラ
ナ
P
C
B

を
介

わ
せ
た
総
称

。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
塩
化
ピ
干

・
ル
系

心

塩
素
を
含
ん
だ
ご
み
を
燃
や
す
と
発
心

す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す

。

p
g
(
ピ
コ
グ
ラ
ム
)
・
n
g
(
ナ
ノ
グ
ラ

ム
)
　

呼
は
1
兆
分
の
1

グ
ラ
ム

、
叮

は
1
0
位
分
の
1

グ
ラ
ム

。j
0
0
0

ぼ
U
l

叩

ビ
オ
ト
ー
プ
　

生
物
心
生
存
を
町
能
と

す
る
環
境
条
件
を
恠
え
た
空

間
。

環
境
に
や
さ
し
い
施
設
へ

足
立
清
掃
工
場
プ
ラ
ン
ト
更
新
工
事

足
立
術
掃
。工
場
は
次

口
3

つ
を
基
。本

埓
念
と
し
气

車

球
l
卜
ミ
区
清
紬

。

萵
事
務
糾
合
の
旅
行
に
よ
り
プ
ラ
ン
卜

更
新
工
事
を
行

冫

、
い
ま
す
。

(
1
)
Q
新
心
公
火
防
止
役
備
に
よ
る
大
父

。汚
染
物
質

の
除
去
や
、
適
切
な
燃
焼
管

理
等
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
顫
の
発
皿

抑
制
な
ど
の
「
環
境
ど
の
共
匙

(
2
)
ご
み
焼
却
皿
一
や
。
‘
'
水
の
利
川
に
よ
る

「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
」

(
3
)
樹
木
の
保
令
や
線
化
に
よ
る
「
地
域

と
心
調
和
」

問
先
=

現
地
工
j

叭
档

所

(
3
8
5
9
)
5
3
8
7

ま
た
は
清
柚
4(

3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

綾
瀬
川
み
ん
な
で
水
質
調
査

区
内
を
流
れ
る

祓

瀬
川
に
を

バ
ス

で
見
乍
し
な
が
ら
、
簡
単
に
で
き

る
テ
x

ト
で
水
の
汚
れ
ぐ
あ
い
を
調
べ
、
M

凶
を
探
り
ま
す
。
。立
休
み
の
自
山
研
究

に
ど
う
嚶

日
時
=
7

月

郤
日
陶
T

吋
8

時
洳
分
～
T
後
O

時
瀏
分

集

合
場
所
n

教
育
研
究
所

対
象
n
区
内

血
住
・
介
学
・
俘
勦

の
力

一
小
学
3
年

牛
以
卜
は
保
汲
矜
川
什
)

定
員
=
4
0

人
(

先
衣
順
一

費
用
n

無
料

申

込
=
朮
話

申
・
問
先
=

環
境
課

調
査

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▲
み
ん
な
で
楽
し
く
環
境
問
題

に
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う

環境に関する
問い合わせは、

環境課調整係へ

3880- 5111( 代)

第
5
0
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

● 「 注意す る　 強 い勇 気 と　断 つ勇気 」

● 「一 人一人 の笑 顔 のラ ンプ
ともせ ばきっ と明 る い社会」

( 11 年度標語最優秀作品)

「
社
会
を
川
る
く
す
る
迅
動
」
は
、

す
べ
て
の
閥
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防

止
と
頴
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
非
や
井

祐
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
運
動
で
す
。
こ
れ
は
、
法

務
省
の
呼

び
か
け
に
よ
る
令
M

的
な
運
動
で
す
。

5
0年
日
を
迎
え
る
(
'年

は
「
犯
卵
・

非
行
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
算
を
犯

し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

の
更
生

を
夊
え
、
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
明
る
い
地

城
づ
く
り
に
参
。内
す
る
」
こ
と
を
叺
点
1
1

嫖
と
し

て
掲
げ
、
7

川
か
ら
8
月
に

か
け
て
、
区
内
各
地
で
ミ
ニ
集
会
や
講

演
会
な
ど
様
々
な
広
報
活
動
を
艇
開
し

て

い
き
ま
す

。

<駅
頭
広
報
活
動
>

日
時
=
7
月
3
日
皿
、
午
前
8
時

墻

所
=

北
1
化

、
維
瀬
、
函
新
片
、
竹

ノ

塚
、
瓦
阮
野
駅
の
各
駅
一皿

内
容
=

テ

イ
ツ
シ
ユ
ペ
ー
パ
ー
と
応
忽
バ
ン
心
配

布
<区
民
の
つ
ど
い
>

日
時
=
7

月
7
H
t

、
午
後
1

時

場

所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
記

念
コ
ン
廿
I

ト
(
潤
徳
夊
f
4
7

乍
校

吹
為
楽

部
に
よ

る
演
奏
等
)
、
中

学
乍

社

明
標
語
衣
叫

抽

選
会
ほ
か

定

員
―
叨
人

旡

着
順
)

費
用
a

無
科

申
込
1

名
日
心
接
会
場
へ

<主

催
>

抖
会
を
明
る
く
す
る
連
動
足
立
区
火
施

舎
=
『会
…
妃
立
区
・
区

教
育
煢
U

会
・

傑
護
d

会

・
保
護
観
察
叫
会

・
砥
乍
保

護
婦
人
会

』
社
会
福
祉

協
議
会
・
B
B
S

会

豪
庇
参
照

( 注)
8
B
S

運
動
と
は

B
B
s

と
は
、
「
ピ
ッ
グ

ー
ブ
ラ

ザ
ー
ズ

ーシ
ス
タ
ー
ズ
」
の
瞭
称
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
M

体
で
す

。こ

れ
は
、

井
行
に
陥
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の

恐
れ
の
あ
る
少
乍
た
り
の
よ
き
理
解

矜
と
な
り
、
兄
や
姉
の
I
場
で
立
ち

心
り
を
支
援
す
る
「
と
も
だ
も
活
動
」

や
、
保
駿
観
察
中
の
少
年
と
い
っ
し

ょ
に

糺
会
参
加
活
助
を

し
て

い
ま

す
。
B
B
s

の
趣
斤
に
賛
回
し
、
典

に
活
動
し
た
い
と

い
う
熱
愈
の
あ
る
a

年
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

」

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

、

民
生
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

学
び
た
い
!
　そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

放
送
大
学
1
0月
入
学
生
募
集
中

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

大
学
教
ガ
を
行
っ
て
い
る
、
卍
規
の
辿

信
制
1
年
制
大
学
で
す
こ
7
部
は
教
養

学
部
で
、
以
在
開
講
さ
れ
て
い
る
約
3
2
0

の
科

川

は
す

べ
て

テ
レ

ビ
F
H

ド
)
・
ラ
ジ
オ
(
F
M
)

・
C
S

デ
ジ

タ
ル
放
送
で
政
送
さ
れ
、
―
科
目
か
ら

自
七
で
学
M

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
足
立
区
に
あ
る
外
以
第
三

学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
川
接
授
i

や
学

習
相
麟
を
受
け
た
り

、M
t
‥
布
な

ど
を

利
川
で
き
ま
す

。
人
乍
や
i

を
め
ざ
す

不

科
縊
修
心
に
は

、4

年
以
L

在

学

し
所
定
の
中
位
を
蟒
枠
す
る
レ
气

学
し
(

教
ぎ

」
の
学
位
を
収
得
で
き
ま
す

。

ま
た

、
卒
罘
を
川
的
と
せ
ず

、
学
び
た

い
科
卜
を
I
?

期
川
(
6

ヵ
月
)

学
ぶ

「
科
=

履

修
生
」
・
一

年
川
?

ツ
i

矜
履
修
生
」
の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

授
業
開
始
=
1
0
月
―
日

出
騨
期
限
1
8

月
I
f
!日

※
募
集
。″‘珀
は
、
学
習
セ

ン
タ
ー
の
は
か
。区
政
情
眼
令
、
公
叶
等

犲

会
教
介
関
係
陥
没
で
妃
布
巾

※

外
川
弟
i
乍
桝
セ
ン
タ
ー
は
、
1
0
川
I
H

か
ら
学
ひ
ビ
ア
2
1
内
1

化
5
1
3
I
I

・
亙

に
移
転
し
ま
す

問
先
=
放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン

タ
ー
(
生
涯
学
贊
館
内
)

(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

ま
ち
づ
く
り
大
学
専
門
講
座

「2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン
の

実
現
に
向
け
て
」

～
定
期
借
地
権
付
住
宅
の
現
状
と

考
え
方
に
つ
い
て
・
第
二
回
～

日
時
=
7

月
9

日
川

、
勹
後
1
時
I
5

時

場

所
I
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対

象
=

叭
歳
以
k

心
区
内
隹

・
在
勤
・

在
学
の
な
で
、
区
内
に
L
地
を
お
持
ち

の
方
ま

た
は

「
2
・
9
I
・
2
住
宅
プ
ーフ

ン
」
に
興
味

心
あ
る
力

定
員
=

四
人

旡

お
凹

費
用
=

佃
四
料

申
込
=

谷
復

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ

マ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
謡
香
り
、
職
業
、

竹
W
を

叫
記

期
限
=
6

月
3
0
H
加
叩

有
効

申
・
問
先
=

ま
ち
づ
く
り
公
社
1

ち
づ
く
り
収
袰
課

一
T
J
・
8
5

リ
中
火
夲
町
1
1
1
1
7―
I

(
3
8
8
0
)
5
7
1
1

叫
(
3
8
8
0
)
5
6
9
0

国

保

「
海
の
家
・
山
の
家
」

夏
休
み
の
計
画
は

お
決
ま
り
で
す
か

今
年
も
i

の
%

■
山

の
家
」
を
開

設
し
ま
す
。
抽
迴
々
け
付
け
終
「
j
後
の

令
き
家
利
川
は
。
川
保
加
人
矜
は
6

月

詣
日
、
加
人
扠
以
外
の
。区
内
狂

・
化

効
者
は
7

川
5

日
か
ら
受
け
付

け
ま

す
。

開
設
期
間
邪
7
月
1
8
日
～
8

月
3
0

日

岔
'
刈
原
・
岩
拜
'

自
服
の
施

政
は
7

月
2
日
～
8

月
加
日

申
込
=

電
必
F

約

の
つヽ
え
使
川
料
を

窓
=

へ

期
限
卜
利
川
川
の
3
1
1
前
ま
で

申
・

問
先
=
川
民

健
康
保
険
課
庶
務
係

国保「海の家・山の家」施設一覧表
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催
し
物
ガ
イ
ド

第
3
2回
足
立
区
農
産
物
共
進
会

日
時
等
u
7
爿
1
日
巾

マ
震
示
・
:卍
T

～
午
後
2
時

▽
販
売
…
午
後
1
時

～
竃
九
ま
で

場
所
I
K
役
所
1
階
口

ビ
ー
ほ
か

内
容
I
K
内
農
家
が
栽
培

し
た
野
菜
、
花
な
ど
の
a
産
物
を
艇

示
小
松
菜
、
枝
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

切
り
花
な
ど
区
特
産
物
等
の
低
廉
収
売

問
先
l
a
産
係

暮
ら
し
つ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

「
表
示
が
変
わ
る
」～
よ
り
安
全
に
食
べ
る
に
は
～

遺
伝
f
糾
換
え
作
物
や
町
機
食
品
な

ど
、
食
品
の
衣
示
が
変
わ
り
ま
す
。
よ

り
安
令
に
食
生
活
を
送
る
た
め
、
食
に

闃
す
る
最
新
情
報
を
学
び
ま
す
。
日

時
1
7
川
旧
日
出
、
午
後
6
時
3
0
分
～

8
時
3
0分

場
所
n
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
u
区
内
在
住
・
在
勤
‘
在
学
の
方

講
師
―
神
山
叉
｀
‥
f
氏
(
弁
駿
L
)

定
員
-
3
0
入
(
先
着
順
)
費
用
u
無

料
申
込
u
心
謡
申
・
問
先
n
消
背

者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

リ
サ
イ
ク
ル

夏
休
み
親
子
施
設
見
学
会

日
時
u
7
月
2
1
H
閙
、
T
前
8
時
3
0
分～

午
後
4
時
(
F
定
)
場
所
n
ガ
ス

の
科
学
館
、
夢
の
鳥
熱
帯
柚
物
園
　

対
象
u
K
内
在
住
・
在
勤
の
親
と
二
」

(
小
学
生
)
定
員
I
s
組
(
抽
選
)

費
用
=
千
5
0
0
円
(
昼
食
代
)
申
込
n

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

、
子
ど
も
の
年
齢
べ
施
設
見
学
会

希
望
」
を
明
記
期
限
u
7
川
6
日
必

着
申
・
問
先
u
あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル

協
会

〒
凶
・
0
0
1
1

中
火
本
町
2

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

水
で
っ
ぽ
う
大
合
戦

竹
で
'
日
な
が
ら
の
水
で
っ
ぼ
う
を
作

り
、
遊
び
ま
す
。
日
時
u
7
U
2
6
日

Ⅲ
、
午
前
1
0時
大
T
後
3
時
3
0分

費

用
―
無
料

申
込
1
7
U
1

日
か
ら
電

話
ま
た
は
窓
川

期
限
u
7
月
8
日

場
。申
・
問
先
n
西
部
児
叭
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

ちびっこプール・
ジャブジャブ池 オ ー プ

ン

開放期間=7月I Eヨ～8月31日、
午前10時～午後4眄( 一部期間の
異なる施設があります)

問先=水と綟の公社　3838―8126

※ 表以外の公園の水施設や親水水路では、水の
中に入ったり、飲んたりしないでください

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
6
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

老
入
ホ
ー
ム
で
1
週
刈
の
宿
泊
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
で
す
。日
時
n
8
月

割
囗
～
2
9
凵
(
j
前
研
修
・
・
・
7
U
2
8
日

、8
月
5
凵
・
1
2
日
、雅
後
研
修
・
:
9

月
8
日
)
　
場
所
l
群
馬
県
榛
名
町

「新
生
会
」老
入
ホ
ー
ム
対
象
u
高

校
生
以
h
の
1
0
-
2
0
歳
代
の
ぷ
年
定

員
u
2
3
入
(
先
着
順
)
費
用
u
一
万

3
F
円
程
度
(
食
費
・
傑
険
料
等
)

申
込
u
電
話
期
限
n
7
月
1
0
日
申

・
問
先
n
ぶ
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

郷
土
博
物
館
の
お
し
ら
せ

□
無
料
公
開
日
(
第
2
土
曜
日
)
の
映
画

会日
時
1
7
月
8
卜
巾
、
午
前
H
時

場

所
―
郷
L
ほ
物
館

内
容
n
「
匕
夕
と

ま
こ
も
馬
」(
陷
分
)
…
1
槊
県
山
式

郡
の
じ
夕
刊
俗
。
ま
こ
も
鵬
の
製
作
過

程
と
r
ど
も
に
よ
る
し
夕
行
嘔

「
相

馬
野
馬
追
」(
4
5分
)
・
:相
馬
野
馬
迅

の
完
令
記
録

費
用
―
罵
料

申
込
u

当
日
直
接
会
場
へ

□
夏
季
区
民
教
養
講
座

日
時
1
7
月
回
日
叫
T
後
1
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
※
午
後
1
時
か
ら
々
付

場
所
l
戉
年
セ
ン
タ
ー
内
容
n
「江

戸
の
飢
守
」講
師
・
し
‥
Ⅲ
正
″
四
氏
草

稲
川
人
学
院
生
)
「歴
史
・
文
化
財

の
活
川
と
地
城
づ
く
り
」講
師
・
馬
場

憲
。氏
(
法
政
人
学
教
授
)
費
用
u

概
一
料
申
込
u
当
川
直
接
会
場
へ
※

先
着
8
0人
に
資
料
配
布

□
館
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

来
館
者
に
対
し
て
の
剱
、小
解
説
と
、

簡
叭
1
1
な
質
川
等
へ
の
対
応
、案
内
な
ど

を
灯
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
妲
し
ま
す
。

対
象
=
月
一
回
以
匕
、h
・
日
・
祝
日

等
の
活
動
が
で
き
る
万
※
衣
1
の
跪

成
セ
ミ
ナ
ー
を
7
川
以
匕
修
r
す
る
こ

と
が
兮
妛
で
す
登
録
期
問
u
1
年

(
再
‥
び
録
叮
能
)
　
定
員
u
2
0
人
(
抽

選
)
　

申
込
l

仕
復
(

ガ
キ
に
仕
所

、

氏
名

、
年
陥

、
心
話
番

‥り
、
『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
希
望

』
を
叫
記

期
限
n
7

月
7

卜
必
篇

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
n
郷
L
博
物
館
〒
J
1
0

0
0
1
人
谷
Ⅲ
5
-
F
叩
・
i

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

表1　 博物館ボランティア養成セミナー

※い? れも日曜日

第
2
9回
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
兼

第
3
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

健
常
者
も
身
体
の
不
自
山
な
方
も
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
気
軽
に
参
加
で
き
る

人
会
で
す
。
日
時
u
9
月
1
5
H
㈲
、

午
前
1
0
時
3
0
分
欒
山
、
大
決
行
場
所

n
荒
川
河
川
敷
虹
の
広
場
{
ス
タ
ー
ト

ー
ゴ
ー
ル
}
　
対
象
―
咄
歳
以
h
(
(

I
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
3
時
間
以
内
に
完
歩

で
き
る
方
)
　
内
容
―
▽
マ
ラ
ソ
ン
の

部
・
:
(
I
フ
、扣
皿
5
㎞
　
マ
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
部
…
1
0
に
m
、5
㎞
　
費

用
Ⅱ
3
1
-
川
(
障
害
者
の
方
は
r
沺
円
)

申
込
―
所
定
の
巾
込
a
‥
(
郵
便
振
替
川

紙
)
に
必
要
事
項
を
記
人
の
う
え
、郵

便
川
で
参
加
料
を
添
え
て
巾
し
込
み

※
巾
込
占
は
生
涯
学
刊
振
恥
(公
礼
窓
卜

で
配
布

期
限
1
8
H
4

川
消
印
町
効

申
・
問
先
n
叱
川
本
タ
ー
ト
ル
協
会

〒
囿
・
0
0
1
1

中
野
区
中
火
1
1
4
3
1
1
5
V
l
P

中
野
坂
L
商

(
3
3
6
3
)
5
3
3
1

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

人
会
肖
川
の
運
営
役
U
(
給
水
所
係
H

、
走
路
H
な
ど
)
と
し
て
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
f
ア
を
募
妲
し

ま
す
。

申
込
叭
竃
話

期
限
u
7
U
1
8

日

申
・
問
先
―
体
育
振
興
批
当
課

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
・
イ
ン
・
ア
ラ
カ
ワ
2
0
0
0

荒
川
流
域
発
見
ウ
ォ
ー
ク
i
n
あ
だ
ち

日
時
1
7
月
2
0
日
叫
午
前
8
時
3
0
分

コ
ー
ス
Ⅱ
▽
Λ…
水
と
防
災
を
考
え
る

公
園
巡
り
コ
ー
ス
(
約
4
㎞
)
▽
B

…
緑
と
水
に
川
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
コ

ー
ス
(
約
6
に
m
)
マ
c
…
じ
福
神
巡

り
と
川
の
名
所
を
た
ど
る
コ
ー
ス
(
約

7
㎞
)
集
合
場
所
n
A
・
B
コ
ー
ス

は
区
役
所
、
C
コ
ー
ス
は
荒
川
河
川
吸

虹
の
広
場

定
員
―
各
5
0人
(
抽
選
)

費
用
―
無
料
申
込
n
仕
復
(
ガ
キ
に

希
望
の
コ
ー
ス
、
参
加
者
令
H
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
心
話
脣
ひ
、
「

荒
川
ウ
ォ
ー
ク
」
を
明
記
※
I
グ
ル

ー
プ
5
入
ま
で

期
限
u
7
月
3
凵
消

印
町
効

申
・
問
先
u
公
闘
管
理
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
火
本
町
1
1
1
7
-
I

7

月

1

日

(土)

か
ら

中
央
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

開
館
準
備
を
逃
め
て
き
た
中
火
閥
占

厠
(
(
学
び
ピ
ア
戀
の
1
階
～
3
階
)

が
規
模
と
サ
ー
ビ
ス
を
充
火
さ
せ
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

問
館
時
の
職
滌
数
は
図
書
資
科
を
4
0

万
川
、
雑
誌
を
印
種
類
と
允
火
さ
せ
、

さ
ら
に
悦
聴
覚
資
科
と
し
て
C
D
や
ビ

デ
オ
を
川
意
し
ま
し
べ

問
先
l
中
火
側
f‥
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
が

稼
動
し
ま
す

「
生
旺

学
刊
情
雛
提
供
シ
ス
テ
ム
」

は
、
K

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
広
く
生
涯

学
習
楠
報
を
提
供
す
る
た
め
の
も

の

で
、
べ
'ま
で
・電
話
対
応
の
I
・
生
涯
学
刊

情
限
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

。

問
先
H

生

此
学
徇
‥
セ
ン
タ
ー
柚
囮
メ
デ
ィ
ア
課

(
5
8
1
3
)
3
7
3
6

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ド
レ
スー

瓦
石
匸
冫
ぷ
・
虍
・
冫
て
E
g
一
・

t
o
k
y
o
.
j
p
/
m
a
n
a
b
i
/
i
n
f
o
/

図
書
館
臨
時
休
館

館
内
消
ぶ
な
ど
の
た
め
臨
時
休
館
し

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

問
館
巾
の
図
ｔ
鹹
を
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

▽
花
畑
り
‥
甼
・
7
爿
9
凵
丱

▽
や
よ
い
、
呶
和
、
舎
入
、
興
本
、
鹿

浜
り

贔
…
7
月
1
6日
皿

問
先
n
中
火
&
＆
館(

5
8
1
3
)
3
7
4
0

掲
示
板

□
「
お
待
ち
し
て
ま
す
!
身
近
な
仕
事
」

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

内
容
n

毛
筆
の
あ
て
名
占
き

・
人
L

・

碓
裂
I
Q

刈
り

・
ふ
す
ま
張
り
抃
え
・

済
柚

・
チ
ラ
シ
等
の
配
付
・
家
丿
援
助

サ
ー
ビ
ス
な
ど

申

・
問
先
ｕ
柚
足
政
K

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

□
航
空
学
生
・
一
般
曹
候
帰
学
生
等
募

集
期
間
1
8
川
7
H
～
9
月
8
日

試
験
日
u
ｕ
▽
海
・
空
航
や
学
生
(
■
5

參
ま
た
は
‥
(
四
乍
見
込
み
2
1
歳
未
満
)
・
・
・

9
月
2
3
卜
▽
一
般
曹
候
補
学
生
(
1
8

砒
以
1
-
-
割
歳
木
満
)
・
:
9
月
1
6
H
マ

慳
衂
柿
L
(
1
8

歳
以
h
J

歳
木
満
)

…
9

月
1
6
H

▽

、等
陸

・
海

・
令
L
(
1
8

歳
以
h
2
7

歳
末
満
了

・・
9
月
中
句

間
先
n

自
衛
隊
足
冫
募
架
嘔
窃
所

(
3
8
8
1
)
8
0
9
6

>□
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
第
3
回
小
学
生
卓
球
大
会
・
・
・
日
H
Ｈ

7
月
9
口
丱
、
午
前
9
畤

場
所
―
束

和
セ
ン
タ
ー

種
目
H
男
女
別
個
人
戦

費
用
n
刈
円

申
込
n
(
ガ
キ
に
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
、
性
別
、
保
護
抒
名

を
明
砲

期
限
u
6
U
3
0
口

申
・
問

先
n
叭
球
辿
盟
丿
務
所

一
T
M
・
0
8
6
3

谷
刈
↑
-
2
3
-
1
1
昨
ア
ラ
イ
内

(
3
8
9
7
)
4
0
0
8

▽
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
・
:
日
時
n
7
月

6
川
・
7
口
、T
後
6
時
泗
分
場
所

u
綾
瀬
小
学
校
定
u
ｕ
㈲
入
申
込

n
心
謡
申
・
問
先
n
ラ
ジ
オ
体
操
連

盟
・
細
目
　
　
(
3
8
4
9
)
7
0
7
8

▽
第
2
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

…
日
u
ｕ
7
月
1
3
口
・
2
7
日
、
8
月
1
0

口
・
冽
川
、
9
月
川
口
・
2
8
口
、
午
後

6
時
3
0
分
場
所
=
"
小
学
枚

間
先
u
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
達
眼
・
災
谷

部
　
　
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2

級
過
程
・
夜
間
コ
ー
ス
)

日
u
ｕ
7
月
M
H
I
9
月
2
口
、T
後

6
時
申
・
問
u
ｕ
医
療
法
入
杜
川
福

々
会
　
　
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

ブ
ロ
の
川
店
は
で
き
ま
せ
ん
。
問
u

ｕ
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

▼
7
月
9
日
㈲
都
立
舎
人
公
園
西
園

午
前
9
時～
T
後
3
時
※
雨
八
時
7

月
1
6
H

丱
　
6
0
K

肉

出
店
料
F

昶

円

・心
話

高
僑

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
7
月
1
6
t
ｔ
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

鳩
午
前
川
時～
T
後
3
時
3
0
分
※

、
雨
人
中
1
1
5
0
>
・
川
川
川
料
千
円

電
話

山
崎

(
3
8
5
3
)
9
3
9
2

▼
7
月
2
3
t
ｔ
諏
訪
木
西
公
園
午

前
1
0
時
I
T

後
2
時
泗
分

※
雨
・人
時

7
川
3
0
H
汕
6
0
K

肉

出
店
料
1

円

(
ガ
キ
(
7

月
m

凵
必
杵
)
　

※
駐

叭
増
希
叩
有
無
叫
紀

〒
圃
・
0
0
0
1

人
谷
川
団
地
内
郵
便
局
利

小
山

0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4

▼
7

月
3
0
日
―

開
発
公
社
管
理
地
(

佐
野
1
　
1

・
1
2
)
　
T

前
9

時
～
午
後
3

時

※
・兩
・人
時
8

月
6
日

非
6
0
>
K

、肉

出
店
料
1
円

往
復
(

ガ
キ
(
7
n
2
0

川
必
着
)
　

※
希
望
・
K

画
散
川
記

〒
1
2
3・
0
8
6
4

鹿
浜
7
-

―
・・
"
r
ア
イ
ラ
ン
ド

よ
嶋

(
5
6
9
1
)
0
0
8
3
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く
ら
し
の
情
報

納
税
は
6

月
3
0日
ま
で
に

1
2
年
度
特
別
区
民
税
・
部
瓜
税
第
1

期
分
の
納
期
限
は
、
6
月
3
0
日
で
す
。

お
1
1
1
め
に
お
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
ま
た
は
区
役
所
、
区
民
y

務
所
の
窓
川
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
・
:
1
2
年
度

第
1
刈
分
お
よ
び
1
年
前
納
分
の
引
き

落
と
し
目
は
6
月
3
0
凵
で
す
。
口
雌
の

残
鳥
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
問
先
u

納
税
課

□
口
座
振
替
済
の
お
知
ら
せ
「
ハ
ガ
キ
」

は
廃
止
に
な
り
ま
し
た

口
座
引
き
落
と
し
後
に
お
送
り
し
て

い
た
振
替
済
の
お
知
ら
せ
は
、
1
2
年
度

か
ら
廃
ふ
1
1
　
。に
な
り
ま
し
た
。
振
伶
後
の

状
況
は
贖
(
貯
)

金
通
帳
の
記
帳
な
ど

で
ご
藾
ぷ
く
だ
さ
い
。

※
振
林
済
通

知
が
特
に
必
喫
な
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い

問
先
n

納
税
課
収
納
係

7月の国民年金の相談
川民 年金のT・続きや、保険 料の納付にっ
いてご 相談に応じ ます。

特
別
区
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
の

休
日
納
税
・
納
付
相
談

日
時
1
7
月
9
川
叫

で
前
9
時
～
T

後
4
時

場
所
―
納
税
課
(
中
火
館
1

階
)

川
民
継
康
保
険
課
(
北
館
2
階
)

問
先
n
納
税
課
ま
た
は
川
民
他
康
保
険

課

高
額
療
養
資
金
の

貸
付
制
度

国
民
健
康
保
険
加
人
者
が
、
病
気
や

負
偽
に
よ
り
。時
的
に
鳥
額
の
医
療
費

の
支
払
い
が
あ
り
、
そ
の
支
払
い
が
困

難
な
場
介
に
匪
帯
卜
に
対
し
必
要
な
資

金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

介
付
額
は
、
保
険
診
療
に
駿
当
す
る

項
川
の
う
ち
、
法
令
で
定
め
る
高
額
療

養
賞
に
該
当
す
る
費
川
の
9
割
で
す
(

保
険
ぶ
療
外
の
部
分
は
対
象
外
)
。
貸

付
は
受
け
付
け
か
ら
約
3
週
間
後
に
な

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
問
先
3
　
'■*民
健
康
保

険
課
庶
務
係

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、
川
じ
人
が
同
じ

月
に
川
じ
病
院
な
ど
で
治
療
を
受
け
、

支
払
っ
た
診
療
賢
が
。
定
の
金
額
(
自
d

負
担
限
度
額
)
を
超
え
た
と
き
に
、

申
請
に
よ
り
超
え
た
金
額
が
川
保
か
ら

、民
る
制
度
で
す
。

4
額
療
養
背
に
該
山
し
た
匪
帯
に

は
、
診
療
月
か
ら
2
～
3
ヵ
月
後
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
巾
請
a‥
が
川
き

ま
し
た
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
(
郵
送

で
も
町
)
。

自
己
負
担
限
度
額
H
6

万
3
1
朗
川
(
仕
民
税
非
課
税
匪
帯
3

万
5
F
励
円
)
　
申
・
問
先
n
凶
民
健

康
保
険
課
傑
険
給
付
係

住
居
表
示
板
を

紛
失
し
た
方
へ

住
居
衣
小
実
施
済
の
区
域
で
、
家
屋

の
玄
関
な
ど
に
収
り
付
け
て
あ
る
住
川

衣
小
仮
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破

損
・
紛
火
し
て
し
ま
っ
た
万
に
は
、
窓

囗
に
て
新
し
い
化
属
衣
示
板
を
無
科
で

・冉
交
付
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
U

戸
籍
仕
民
課
仕
居
衣
示

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
触
公
川
ま
た
は
区
の
指
定
す

る
金
融
機
関
か
ら
、
住
宅
改
良
資
金
を

借
り
入
れ
て
L
嘔
を
す
る
方
に
対
し
、

資
金
の
。
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

―
▽
自
d
川
住
宅
・
:本
入
ま
た
は
回
川

の
親
族
が
所
町
す
る
仕
宅
で
、
引
き
続

き
居
住
す
る

区
内
に
1
年
以
ヒ
在
住

し
て
い
る

前
年
度
の
総
所
得
金
額
が

即
万
円
以
ド
　
マ
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

共
川
部
兮
・
'区
分
所
有
矜
全
U
で
構
成

す
る
竹
理
組
介
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

竹
躍
観
入‥
で
あ
る

※
区
の
指
定
金
融

機
関
お
よ
び
助
成
の
″‘件
な
ど
、
く
わ

し
く
は
お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い

申

・
問
先
U
仕
宅
竹
理
係

東
京
都

み
ど
り
の
推
進
委
員

都
で
は
「
嘸
以
都
に
お
け
る
自
然
の

保
護
と
川
復
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
「
み
ど
り
の
雛
進
委
八
」
を
設
置
し
、

都
の
施
策
に
協
力
す
る
と
と
も
に
自
ド

的
な
活
動
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
区
で

は
現
在
。
第
M

期
東
京
祁
み
ど
り
の
推

進
委
U

と
し
て
2
2入
の
万
が
地
・区
会
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

禄
化
に
関
す
る
意
識
調
介
等
を
行
う

場
介
は
、
「
み
ど
り
の
推
逃
委
り
F

帳
(

第
1
。
1期
)
」
を
提
示
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
U

郤
・

環
塊
り
囗
然
環
境
部
計
川
課

(
5
3
8
8
)
3
5
4
4

ま
た
は
区

・
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

衣
2
の
地
城
心
水
洗
化
か
4
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
仕
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
、匚
嘔
を
し

て
く
だ
さ
い
。

閥
先
n
・卜
水
辺
局
北

郎
第
、。竹
坪
嘔
務
所
業
務
課

(
5
6
9・
7
)
2
4
5
2

※
水
洗
化
L
j
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
u
計
・内
調
整
課
助
成
係

表2　 水洗化可能地域

こんなハガキ・
電話にご注意

「
使
っ
た
覚
え
が
な
い
の
に
突
然
、

ハ
ガ
キ
や
心
話
で
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ

ヤ
ル
や
ダ
イ
ヤ
ル
Q
2
の
使
川
料
を
請

求
し
て
き
た
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

と
い
・
た
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
何
か
の
名
簿
で
住
所
を
調

べ
、
使
っ
て
も
い
な
い
人
に
無
差
別
に

ハ
ガ
キ
に
よ
る
請
求
書
を
送
り
付
け
た

り
、
電
話
を
か
け
て
き
た
り
す
る
も
の

で
、
債
権
を
買
い
収
っ
た
と
い
う
代
行

業
者
の
お
ど
し
ま
が
い
の
文
面
や
口
調

に
恐
れ
た
人
が
。
銀
行
卜
座
に
お
金
を

振
り
込
む
の
を
待
つ
と
い
う
f
川
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

P
H
S

・
携
帯

。屯
謡
に
関
す
る
も
の

や
、
ダ
イ
ヤ
ル
Q
2

・
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト

ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
利
川
代
金
の
不
当
請

求
に
対
す
る
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

□
自
衛
方
法
は

①
使
っ
た
覚
え
の
な
い
も
の
は
払
わ
な

い
　
ふ
請
求
'
卜
に
a
‥
か
れ
た
棚
f
の
会

社
名
、
電
話
、
化
所
な
ど
を
確
認
す
る

(
ほ
と
ん
ど
架
ま
で
す
)
　
澎
す
ぐ
に

9
・
祭
に
通
報
す
る
ぶ
集
金
に
行
く
と

″
四
い
て
あ
る
が
、
如
ま
る
の
で
求
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
i
r
t
家
族
や
友
入
が

使
っ
た
勘
合
も
あ
る
の
で
、
竹
理
を
し

っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
‘
6
利
川
し
て
い

た
と
し
て
も
、
取
り
政
て
業
者
に
対
す

る
支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
y
請

求
書
は
証
拠
と
し
て
し
ば
ら
く
保
存
し

て
お
く

問
先
n

消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
駁
専
川
心
a
(

午
前
9

時
～
午
後
4

時
4
5
分
)

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

区
議
会
「
住
宅
政
策
調
査
特
別
委
員
会
」設
置

第
1
川
臨
時
会
に
お
い
て
、「
住
宅

政
碵
‘調
介
特
別
委
H
会
」
の
設
置
が
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
少
f
高
齢
化

杜
会
に
お
け
る
住
宅
政
策
の
あ
り
方
に

っ
い
て
調
を
研
究
し
、
区
民
の
皆
様
の

福
祉
向
h
を
日
的
と
し
た
も
の
で
す
。

最
初
の
委
H
会
は
、7
月
6
H
午
前
1
0

時
か
ら
開
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
都
区
制
度
問
題
鯛
査
特
別
委
H

会
は
、
そ
の
川
的
を
達
成
し
た
た
め

糾
を
を
終
r
し
ま
し
べ

問
先
u
区
議
会
嘔
務
M

都
市
農
業
公
園

臨
時
休
園

園
内
設
備
修
繕
お
よ
び
点
検
作
業
の

た
め
臨
時
休
園
し
ま
す
。休
閥
に
と
も

な
い
、駐
胝
場
な
ど
の
刈
内
各
施
設
も

お
休
み
し
ま
す
。期
間
u
7
月
5
凵

字
6
凵
巾
問
先
u
祁
巾
a
業
公
園

(
3
8
5
3
)
4
1
1
4

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
9
月
号

投
稿
募
集
「
携
帯
電
話
」

9
U
り
の
テ
ー
マ
は
四
。
携
帯
電
話
`

で
す
。
そ
の
利
便
性
の
た
め
急
速
に
″‥

及
し
て
い
ま
す
が
、
、万
で
使
川
時
の

マ
ナ
ー
な
ど
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
、
今
川
は
携
帯
・電
謡
に
ま
っ
わ
る

「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
≒
こ
ん
な
活
川
法
」

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
送
考
の
う
え
、

掲
秡
さ
れ
た
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
差
し
h
げ
ま
す
、
申

込
u
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
駮
梟
、
心

話
啻
、
む
、
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」を
明
が
一

し
、印
字
程
皮
に
ま
と
め
て
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
期
限
n
7
川
1
2
H
必

着
申
・
問
先
u
広
報
係
〒
凶
・
8

5
-
0

中
火
夲
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

～
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
～

「
情
報
資
料
室
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
情
報
六
料
室

は
、
女
性
と
男
性
の
川
題
を
知
り
、
考

え
る
た
め
の
図
書
・
雑
吐
・
ビ
デ
オ
や

行
政
資
料
な
ど
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
6
川
1
日
か
ら
、
区
内
の
図
t

晶
一と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
図
書
・

雑
誌
の
貸
し
出
し
・
返
却
や
相
。尾
介
借
(

。部
の
図
書
資
料
を
除
く
)
が
吋
能

に
な
り
ま
し
た
。

開
館
日
6
祝
日
・

年
末
年
始
・
月
木
を
除
く
毎
川
、T
前
9

時
～
午
後
5
時
(
水
曜
日
は
午
前
9

時
～
午
後
8
時
)

貰
出
期
間
等
″

。

入
3
冊
ま
で
2
週
間
以
内
(
資
科
室
所

職
ビ
デ
オ
は
2
本
ま
で
1
週
川
以
内
)

※
利
川
者
ひ
録
が
必
・“
で
す
。
く
わ
し

く
は
お
川
い
入
‥わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
u
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

★
映
画
「
ハ
ツ
ピ
ー
」
上
映
会
7
U
8

日
巾
、
1
午
後
3
時
2
T

後
6
時
3
0

分

竹
の
塚
区
民
ホ
ー
ル

人
入
1

即
円
(
肖
川
1
汕
円
)
、
高
校
生
以
ド
・

障
害
者
・
6
歳
以
L

魴
円
(
当
日
1

円
)

シ
ネ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
あ
だ
ち

(
5
6
8
6
)
7
2
2
0

★
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園
「
あ
け
ぼ

の
ま
つ
り
」7

月
2
川
叫

午
前
1
0

時
～
午
後
2
時

バ
ザ
ー
や
模
擬
店
な

ど
あ
り
ま
す

う
め
だ
・
あ
け
ぽ
の
学

園
　
　
(
3
8
4
8
)
1
1
9
0

★
第
1
1
回
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
教
育
研
究
集

会
(
講
演
会
)
9
月
9
日
巾
、T
前

1
0
時
～
午
後
4
時
都
政
飛
朿
跪
護
学

校

障
占
を
持
つ
児
嗔
・
心
徒
の
傑
護

者
対
象

当
卜
直
接
〃ヽ
場
へ

邵
幺
汢

束
養
護
乍
校
・
武
川

(
3
6
1
5
)
2
3
4
1

=
会
員
募
集
=

★
彩
々

デ
ッ
サ
ン
・
油
絵
)

毎
週

木
眺
日
、
午
後
6
時
3
0分
I
9
時

中

欠
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か

月
額
沺
円

占
野
　
　
(
3
8
8
7
)
2
4
4
6

★
エ
ア
ー
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)

毎
週

金
曜
川

午
前
1
0時
1
日
時

う
き
う

き
鰍
ほ
か

人
会
金
2
1
円
、
川
額
2
1

汕
円

納
谷

(
3
8
5
5
)
4
5
8
5

★
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
(
パ
ン
作
り
)

毎

月
第
2
月
曜
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
o

時
3
0分

新
川
セ
ン
タ
ー
ほ
か

月
額
2
1

円

瓦
卜
嵐(

3
8
9
8
)
5
2
7
5

★
千
五
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

(
社
交
ダ
ン
ス
)
似
週
日
峨
日
、午

後
1
時
～
5
時
F
々
第
・
瓦
小
学
校

月
額
沺
円

坂
本(

3
8
8
2
)
3
4
2
0

★
フ
ラ
ワ
ー
'ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
絵
夢

毎
週
金
・
L
眺
日
、
午
前
1
0時
と
午
後

2
時
心
‥
人
″
J
‘
』
・
`
J
'
H
人
会
金
f

沺
円
、
月
額
F
汕
川
(
化
代
実
費
)

牧
　
　
(
3
8
5
3
)
8
2
8
9

★
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル
レ
デ
ィ
ス

毎
週

火
峨
川

、
T

前
1
0
時
～
・
E」
T

保
塚
セ

ン
タ
ー
ほ
か

月
額
3
T

沺
円

安
片

宍
　
　
(
3
8
5
5
)
0
4
3
5

★
幼
児
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

毎
週

公
曜
日

、
1
T

前
1
0
時
1
0分
z
T

前
H

時

中
火
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
I

歳
半
I
3

歳
t

ま
で

人
会
金
1

円

、

月
額
4
L

円

心
購

徳
山

(
3
8
9
7
)
5
3
6
4

★
足
立
太
極
拳
ク
ラ
ブ
似
週
L
曜

日
、午
前
1
0
時
～
1
1
1
1
1
-
午
中
火
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か

人
会
金
3
1

円

、
月
額
3
1

川

小
林

(
3
8
5
9
)
6
7
4
9

★
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
毎
週
水
叩

日
、
午
前
1
0
時
～
‥
‥
時
4
5
分
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

入
会
金
F

円

、
川
額
2
F

沺
円

出
囗

(
3
8
5
3
)
7
4
6
0

★
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
赤
い
バ

ラ

紅
月
4

川
水
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

の
午
後

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

ほ
か

人

会
金
L
円
、
川
額
1

円

奥
野

(
3
8
5
9
)
4
0
6
4

★
ゆ
あ
I
ず
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)
毎

週
火
曜
日
、
午
前
1
0
時～
H
時
'
花
畑

セ
ン
タ
ー
ほ
か

人
会
金
2
'
い卜
円
、
月

額
2
1

涸
円
f

ど
も
吋
伴
叮

違
藤

(
3
8
8
4
)
2
0
8
9

★
西
新
井
剣
塰
'
毎
迦
川
曜
川
、
T

前
9
時
I
叭
午
と
毎
週
火
曜
川
、
午
後

7
時～
8
時
1
5
分
・
内
新
井
第
小
学

校

小
学
1

年
生
以
L

人
会
金
1

涸

円
、
月
額
r

円

清
村

(
3
8
9
9
)
3
2
2
0

★
さ
つ
き
会
(

石
州
流
茶
道
)

毎
u

第
4
L

曜
卜
、
午
後
1

時
I
5

時

竹

の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か

月
額
3
r

汕

川

・

ケ
鳥

(
3
8
8
3
)
2
9
1
4

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。掲
載
内
容
の
責
任
は
当
時
者
間
で
。
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胃

が

ん

の

早

期

発

見

の

た

め

に

消
化
器
が
ん
検
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

胃
が
ん
は
「
無
症
状
だ
か
ら
安
心
」

と
言
え
ま
せ
ん

最
新
の
医
学
で
も
、
ま
だ
胃
が
ん
の
f

防
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
治
療
が
可
能
な
早
い
時
期

に
、
が
ん
を
発
見
し
て
治
す
こ
と
が
大

事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。胃
が
ん
の
場
介
、

進
行
が
ん
の
状
態
か
ら
症
状
(
胃
の
痛

み
・
違
和
感
)
が
川
ま
す
が
、
y
期
の

と
き
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
の

が
特
徴
で
す
。
症
状
が
な
く
て
も
、
消

化
器
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
て
、

胃
の
健
康
管
理
に
心
が
け
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

ま
ず
は
消
化
器
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

消
化
器
が
ん
検
診
を
受
け
て
、
現
在

の
肖
の
状
準
を
知
る
こ
と
が
人
切
で
す
。

ま
だ
消
化
S
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

足
宛
K
で
は
、
全
同
に
先
が
け
て

「
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
」
と
い
う
採
血
に

よ
る
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検

杳
は
、
簡
便
に
済
む
だ
け
で
な
く
、
‥
y

期
胃
が
ん
の
発
見
に
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
従
来
の
x
線
(
バ
リ
ウ
ム
)
検

査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン

法
と
x
線
検
査
と
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
て
受
診
す
る
こ
と
が
、
胃
が
ん
の
最

善
の
F
防
策
に
な
り
ま
す
。

□
消
化
器
が
ん
検
診

対
象
1
3
5歳
以
匕
の
K
民

※
胃
を
切

除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方

は
除
く
。
妊
娠
中
の
ガ
は
①・の
み
町

日
程
u
衣
1

内
容
n
巾
血
液
検
査
に

よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸

が
ん
検
診
②
x
線
撮
影
に
よ
る
肖
が

ん
検
診
と
検
便
に
よ
る
人
腸
が
ん
検
診

申
込
u
(
ガ
キ
に
郵
便
昏
‥
り
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
川
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
‥
び
、
表
l
か
ら
肖

が
ん
検
診
名
(
p
胤
液
検
査
ま
た
は
②

x
穣
搬
影
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、

検
診
H
、
受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で

明
記
期
限
u
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5

日
必
着
。
受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日

(
8
月
を
希
望
す
る
場
合
、
7
月
1
5
日

必
着
、
受
診
票
の
送
付
は
7
月
末
ご
ろ
)

氷
巾
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
受
診
日

が
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が

ほ
か
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
定
員
よ
I
～
6
0
人

(先
着
順
)

申
・
問
先

―
中
火
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線

〒
1
2
0

・
0
0
1
1

中
矢
本
町
1
↑
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7
(
直
通
)

表1　 消化器がん検診日程
①血液検査+検便

②X線撮影+検便

受
け
て
よ
か
っ
た

、消
化
器
が
ん
検
診
体
験
者
談

区
で
行
っ
て
い
る
消
化
器
が
ん
検
診
を
受
け
て
、
早
期

が
ん
が
発
見
さ
れ
た
方
の
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

足立一丁目在住のI
さん( 63 歳) 女性

H
年
5
月
に
、
胃
が
ん
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。
翌
片
f
術
し
、
無
嘔
退
院
し

ま
し
た
。

「
私
自
身
、
か
ぜ
を
ひ
く
こ
と
も
な

く
元
気
に
商
売
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
さ
か
自
分
が
胃
が
ん
だ
っ
た
と
は
想

像
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
y
期
が
ん
だ

っ
た
の
で
、
f
術
後
の
川
復
も
U
fく
、

現
在
は
も
と
の
仕
嘔
に
一扱
っ
て
お
り
ま

す
。
が
ん
は
、
何
の
症
状
も
な
い
う
ち

に
忍
び
寄
っ
て
く
る
こ
と
を
火
感
し
ま

し
た
。
K
の
検
診
を
受
け
な
け
れ
ば
、

早
期
の
う
ち
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
受
診
し
て
本
当
に
ょ

か
っ
た
と
以
っ
て
い
象
す
」

西新井本町一丁目在住
S さん( 64 歳) 男 性

H
年
H
月
に
早
期
胃
が
ん
と
診
断
さ

れ
'

術
し
ま
し
た
。

「
昨
年
8
月
に
初
め
て
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
法
の
検
査
を
受
診
し
ま
し
た
。
採
血

だ
け
で
終
わ
る
の
で
、
非
常
に
楽
だ
と

思
い
ま
し
た
。
陽
性
(
精
密
検
査
が
必

要
)
と
い
う
結
果
が
出
て
、
内
祝
鏡
に

よ
る
精
密
検
食
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
y

期
肖
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
y
期

が
ん
だ
っ
た
の
で
'
　
&術
後
も
良
好
で

す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
と
内
規
鏡
検
査

が
人
嘔
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

あだちまつり

10
月
14

日
(

土

)

15 日
( 日)

区民がつくる区民のまつり開催
協
賛
企
業募

集
中!

問先=
区民まつり委員会事務局 地域支援課

会場　荒川河川敷「虹の広場」

あだちカレンダー　7月

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

「あだち 広報」は毎 月10日( 新聞 折り 込み) と25日( 各戸 配布) に発行し て
います。区 民事務所や駅の広 報スタンド にも置いてあり ますので 、ご利用く
ださい

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日( 祝日を除<) 、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

学びの情報を電話でキャッチ! 　午前10時～午後5時

生涯学習情報ダイヤル　　5813- 3736
あなたの探す講座やイベントを、区内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します

古 紙配合率70% 再生紙を使用し てい ます K. A　279, 000


